
「ガンバレ、消防音楽隊！」 

連載２周年記念特別番外編 

こんにちは、柏 原 羽 曳 野 藤 井 寺 消 防 組 合 消 防 音 楽 隊 楽 長 の河 井 です。 

（のっけから漢 字 ばっかりや。） 

今 月 で、とうとう連 載 が満 ２年 になりました。 

（拍 手 パチパチ。クラッカーパンパン。シャンパンポンポン。ブルーインパルスが 

ビュ～ン。レースクイーンのような女 性 達 に囲 まれ記 念 写 真 カチャカチャ。もう無  

いかな？） 

２年 だなんて、なんかすごいなぁ～。よくこんなにも続 いたもんだ。 

この間 、本 当 にたくさんの方 々から「読 んでるよ。」「面 白 いなぁ。」「あの後  

どうなるの？」といっぱい声 をかけてもらったり、応 援 メールを頂 きました。私 に 

はとてもうれしい事 です。それと、もうひとつ。一 番 多 いのが「よく憶 えているな 

ぁー。」って言 われることです。 

実 際 、全 てを記 憶 している訳 ではありません。でも、たとえば出 演 記 録 一 覧 表

を見 ていると、楽 しかった事 、懐 かしい事 、頑 張 った事 、悔 しかった事 、今 でも後

悔 している事 、もう二 度 と思 い出 したくない事 、辛 かった事 、などなど。その時 々

の関 係 した人 達 の言 葉 や表 情 、そこで自 分 の感 じた事 と一 緒 に、自 然 に次 々と、

まるで鎖 で繋 がっているかのように思 い出 されます。 

（だから、不 思 議 ですが、思 い出 さなくちゃーと努 力 して記 憶 を掘 り起 こしている 

訳 ではありません。自 分 の意 志 とは関 係 なく勝 手 に蘇 って来 るのです。ホームペ

ージを連 載 している限 り、楽 長 である限 り、このことからは逃 れられないのでしょ 

う、きっと。） 

連 載 の当 初 からは、予 想 もしない程 たくさんの人 の励 ましを受 けたお陰 で、今

日 まで続 けて来 られたのだと思 っています。応 援 して頂 いた方 々、ありがとうござ

いました。心 から感 謝 致 しております。この先 いつまで続 ける事 が出 来 るか分 かり

ませんが、これからも応 援 の程 よろしくお願 い申 し上 げます。 

（身 内 話 で恐 縮 ですが、初 回 からホームページ制 作 担 当 してくれている職 員 Ａ氏 。

毎 回 毎 回 、原 稿 締 め切 りを延 ばしてもらったり、レイアウトや彩 色 を考 えてもらっ 

てありがとう。誤 字 チェックなどをしてくれている広 報 係 の方 々、いつもいつも 

助 けてもらっています。２年 間 お世 話 になりました。これからもたのんます。） 

連 載 １年 記 念 特 別 番 外 編 では、私 がスイスの「モントルー・ジャズ・フェスティ 

バル」に招 待 された時 のことを、３ヶ月 連 続 でお送 り致 しました。 

さて今 回 は・・・・ 



♪♪ジャ～～～ン（効 果 音 です）『消 防 音 楽 隊 発 足 １５周 年 記 念 ？全 国 消 防 音

楽 隊  

フェスティバル ＩＮ ＫＯＢＥ！』をお送 り致 します。 

今 回 は何 ヶ月 かかるかな？（出 来 れば１回 で！無 理 やろうねー。） 

消 防 音 楽 隊 発 足 １５周 年 記 念 ？ 

全国消防音楽隊フェスティバル 
ALL JAPAN FIRE BAND FESTIVAL 

ＩＮ ＫＯＢＥ ！ 

平 成 １０年 ６月 ２０日 、朝 。一 人 で福 井 に向 かうJR のサンダーバードの車 内 に 

居 ました。（♪ダンダカダンダン ダンダカダカダカ♪このフレーズをティンパニ 

で叩 くと、今 でも受 けるんだよなぁ。）今 日 、明 日 の二 日 間 に渡 って行 われる「第  

３回 全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル」をプライベートで見 に行 くためです。 

全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバルは、これまで平 成 ６年 に平 安 建 都 １２００年 の

京 都 市 で第 １回 、平 成 ７年 の被 爆 ５０周 年 の広 島 市 での第 ２回 、そして福 井 震

災 ５０周 年 の福 井 市 で第 ３回 が行 われるのです。今 回 のプログラムは、１日 目 が

市 内 各 所 でのステージ演 奏 と合 同 パレード。二 日 目 がマーチング（フロアードリ

ル演 奏 ）です。大 阪 駅 から約 ２時 間 、福 井 駅 に到 着 して、すぐ予 約 してあったホ

テルへ徒 歩 で７，８分 。まだチェックインまで時 間 があるので、フロントで荷 物 を預

けて身 軽 になってから、駅 周 辺 をブラブラ。でも一 人 だからあまり楽 しくありませ

ん。喫 茶 店 で休 憩 後 、大 阪 市 消 防 音 楽 隊 がステージ演 奏 する会 場 へ向 かいま

した。仕 事 で来 ている訳 ではないので、一 般 客 として客 席 へ。ステージ上 でやっ

と顔 見 知 りを見 て、ひと安 心 。でも演 奏 終 了 後 、声 を掛 けるのもなんとなく気 恥

ずかしいので、またホテルへ戻 り、今 度 はチェックイン。シャワーを浴 びてスッキリ

し、パレード開 始 時 間 までポケーっとした時 間 を過 ごしていると、携 帯 電 話 が鳴 り

ました。 

東 大 阪 市 消 防 音 楽 隊 の坂 口 楽 長 です。坂 口 さんは、音 楽 隊 員 達 と４名 で車

でこちらに来 たのです。私 が福 井 へ来 ている事 を知 っていて、連 絡 をくれました。 

「オーイ、一 人 でどうしてんねん？」 

ホテルで合 流 して、パレードを見 に行 くことに。 

午 後 ２時 半 頃 から始 まったパレードでしたが、見 ているだけでも汗 がタラタラ。

運 転 する人 以 外 で一 緒 にビールを１杯 。（ゴメンナ。）坂 口 さんご一 行 は福 井 近 く

の芦 原 温 泉 へ向 かい、そこで今 日 は宿 泊 らしい。明 朝 ピックアップを約 束 して別

れました。夕 食 後 、缶 ビールを仕 入 れて自 分 の部 屋 で、サッカーのワールドカッ

プ予 選 をテレビ観 戦 。 



日 本 が勝 って小 さくガッツポーズ。残 ったビールを飲 み干 して、寝 ちゃいました。

（ひとりじゃ盛 り上 がる事 も無 く、ツマラナイ静 かな夜 でした。） 

ホテルの朝 食 バイキング後 、チェックアウトを済 ませてロビーで待 っていると、 

約 束 どおりピックアップしに来 てくれました。坂 口 さんご一 行 は、皆 、二 日 酔 いと 

寝 不 足 のダブルパンチのようです。 

二 日 目 の今 日 の会 場 は、福 井 県 立 体 育 館 。リハーサル中 でしたが、関 係 者

出 入 り口 から入 ってしまいました。 

フロアードリルは演 技 に向 きが有 り、正 面 の高 い席 から見 るのが一 番 。報 道 者 席

のような（一 般 の人 は入 れない特 別 な場 所 でした。）好 位 置 をキープして、もうス

グ開 会 式 です。 

あ！昼 ゴハンは？（ほかの人 は、会 場 内 で販 売 しているお弁 当 を買 って、ロビ

ーで食 べてます。）終 了 まで４時 間 、途 中 休 憩 なし。目 の前 で繰 り広 げられる素

晴 らしいパフォーマンスを、隊 員 達 にも見 て貰 いたくてビデオを撮 っていたので、

結 局 何 も食 べられず、終 了 後 福 井 駅 へ直 行 。坂 口 さん達 にお礼 を言 って別 れ、

列 車 内 でやっと食 べ物 に有 りつきました。夜 ８時 半 過 ぎ、自 宅 の最 寄 駅 に到 着 し

たところ、今 度 はバケツをヒックリ返 したような土 砂 降 り。傘 など持 ってなくて、靴

の中 までチャプチャプ。服 は絞 らなくても水 が滴 りました。 

早 速 、隊 員 の皆 にビデオを見 せました。反 応 は上 々。しかし、自 分 達 が出 演 す

る訳 でもないので、私 も含 め気 楽 なものです。 

この時 のビデオが、音 楽 隊 のバンド・フロント・チーム「マリー・フラワーズ」 

の誕 生 に一 役 買 いました。苦 労 してビデオ撮 った甲 斐 がありました。 

平 成 １２年 ４月 、ある書 類 が手 元 に届 きました。『神 戸 ２１世 紀 ・復 興 記 念 事 業  

「第 ４回 全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル」について』差 出 人 神 戸 市 消 防 局 長 。私

は福 井 で見 た全 国 から集 まった消 防 音 楽 隊 の演 技 と演 奏 を思 い出 しました。

「出 演 は無 理 だよなぁ。また、見 に行 くだけか。」 

全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバルが神 戸 であることを、音 楽 隊 の練 習 時 に隊 員

達 に話 もしてみましたが、「楽 長 、まさか出 る気 ちゃうやろなぁ～。」って牽 制 され

てしまいました。（「皆 で見 に行 って、その夜 宴 会 しましょうや。」って声 も。） 

しかし、この書 類 にすぐには回 答 せず、期 限 ギリギリまで持 っていました。「どう

しようかなぁ～、この書 類 。」 

今 回 はここまで！（去 年 「連 載 １周 年 記 念 特 別 番 外 編 」の時 、文 章 が長 いとの

批 判 があったので。やっぱり３～４回 になりそうです。もっとになるかも。今 年 中 に 

は終 る予 定 で。） 

 

次 回 「エ！？？？？？」です。 



「ガンバレ、消防音楽隊！」 

連載２周年記念特別番外編part２ 

２年 間 でよく言 われる事 に「あんな過 激 なこと書 いて大 丈 夫 ？」「面 白 いけど読  

んでてこちらがハラハラする。」と言 うのがあります。 

自 分 としては、かなりソフトに表 現 しているつもりなのですが、失 礼 な事 もイッ 

パイ書 いています。今 のところ大 目 に見 てもらっています。 

（気 を悪 くされている方 々ゴメンナサイ。）これからも、ズーーーーーーっとこの 

路 線 で行 こうと思 っていますので、先 に謝 っておきます。m( _ _ )m 

「一 人 で苦 労 したみたいに書 いてるなぁ。」と言 われる事 も有 ります。 

ここには二 通 りの意 味 が含 まれていると思 っています。特 にこの消 防 では、音

楽 を職 務 としているのは私 が初 めてなのですから「楽 長 」としての「苦 労 」は、 

分 かってもらえるとは思 いませんし、絶 対 分 かってはもらえません。 

「がんばれ、消 防 音 楽 隊 ！」は（分 かりきった事 ですが、）音 楽 隊 のことを書 いて 

いますので、私 や隊 員 達 、講 師 の先 生 方 のお話 です。お間 違 え無 いよう。 

それから「一 人 で苦 労 」させられてはたまりません。 

仕 事 でやっているのですから、当 然 、他 の職 務 と同 様 に執 行 していくのが相 当

と考 えています。「部 長 」「課 長 」「係 長 」などそれぞれの役 職 に見 合 った職 務 上

の「苦 労 」は、負 うのが当 たり前 だと思 っています。 

「音 楽 隊 をつくれ。」と「命 令 」されて、「この仕 事 は自 分 がしなければ！」と思  

ったから、今 も担 当 しているのです。 

その「命 令 」から逃 げなかっただけです。だから「一 人 で苦 労 」などさせられて 

は、たまったものじゃありません。 

「音 楽 隊 楽 長 」は、職 務 上 の役 職 ではなく、音 楽 隊 の中 での役 目 だけを表 してい

るだけですが、どうも「楽 長 」の「長 」とついているのが、誤 解 を招 くようです。 

なにかいいネーミングがないでしょうかねぇ～。 

全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル・イン・神 戸  

「・・・・・神 戸 市 におきましては、平 成 １３年 １月 から約 ９ヶ月 間 にわたり、 

「神 戸 ２１世 紀 復 興 記 念 事 業 」を実 施 いたします。記 念 事 業 は、震 災 から６年 を

経 て、被 災 地 である神 戸 市 が・・・・・」 

「あ～どうしようかなぁ～、出 演 は無 理 だよなぁ。」今 回 の出 演 内 容 は、パレー 

ド、ステージ、ドリル。このうちパレードは参 加 隊 必 修 、ステージ、ドリルは自 由  

選 択 です。パレードだけの参 加 もOK ですが、そのためだけに隊 員 の皆 を連 れて

行 く気 は、私 には全 く有 りませんでした。 



「うちの特 色 である、『マリー・フラワーズ』はどんな演 技 内 容 であっても大 丈 夫  

なんだけど。問 題 は出 演 に要 する時 間 が長 いので、その間 の警 備 補 充 体 制 確

保 。演 奏 も、今 の音 楽 隊 の演 奏 能 力 では全 然 ダメ。強 化 練 習 に耐 える隊 員 の

気 持 ち、意 気 込 み。」 

何 度 も考 えた内 容 がぐるぐる巡 ります。 

もう明 日 投 函 しないと回 答 期 限 内 に到 着 しません。ギリギリです。 

松 尾 消 防 長 に概 略 と条 件 、問 題 点 を説 明 しました。「自 分 なりに検 討 を重 ねた

のですが、出 演 しないと言 う回 答 をしたいと思 います。」 

じ～っと書 類 を見 ながら、説 明 を聞 いていた消 防 長 でしたが、しばらくして、 

「音 楽 隊 は設 立 何 年 目 やった？」 

「？来 年 ４月 で発 足 １５年 になります。」 

「そうか。」再 びしばらく考 えて、「河 井 よ、これに出 たらどうや。」 

「エ！？？？？？いいんですか？」 

「音 楽 隊 発 足 １５周 年 の自 主 演 奏 会 までは、なかなか実 現 が難 しい状 況 や。 そ 

の代 わりにと言 ってはなんやけれど、神 戸 で演 奏 が実 現 するように、前 向 きに検

討 してみろや。な！」 

「しかし、もし実 施 した場 合 、音 楽 隊 の演 奏 面 は隊 員 と一 緒 に努 力 して何 とかし 

ますが、残 留 警 備 体 制 をしてもらう他 の職 員 の理 解 と協 力 が得 られるか不 安 に

感 じていますし、今 回 を切 っ掛 けに通 常 出 演 に残 留 警 備 が取 れなくなる影 響 が

出 るのではないかと。」 

「お前 が心 配 している件 はこちらでフォローする。全 面 的 にバックアップするが 

な。だからやってみろ。」 

「はい！分 かりました。ありがとうございます。」 

全 く意 外 な方 向 へ進 み始 めました。発 足 以 来 ガラクタ音 楽 隊 と言 われつづけ

てきた我 々が、全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバルに出 演 するなんて。福 井 に行 った

二 日 間 の事 が、バーッと蘇 ります。 

（何 故 か、最 後 ズブ濡 れになった事 が一 番 印 象 深 いですが。） 

何 度 か一 緒 に飲 んだ事 がある、神 戸 市 消 防 音 楽 隊 の松 本 副 楽 長 に電 話 してみ

ます。挨 拶 のあと、「どう？」 

「お陰 さまで、河 井 さんトコ入 れて４０隊 程 になりそうです。」 

「お話 したとおり、バトン演 技 の関 係 上 、約 １０ｍ四 方 のスペースと、同 程 度 の上  

方 空 間 が必 要 です。回 答 にはその事 も記 入 しておきますが、演 奏 会 場 の状 況 が

分 かり次 第 連 絡 くださいね。」 

いろいろ勝 手 な事 をお願 いしておきました。 

さて、『マリー・フラワーズ』の高 見 先 生 は、「せっかく出 るんやから、 



フロアードリルしましょうよ！簡 単 ですから、すぐ出 来 ますよ。私 が指 導 のお手 伝

いしますよ。」とやる気 満 々。 

音 楽 隊 員 達 は、いっぺんに不 安 げな表 情 に変 わってしまいました。 

（一 番 不 安 なのは私 です！）概 略 や、いろいろ話 した後 、「結 局 、神 戸 では、何 し 

たらよろしいの？」 

「２，５ｋｍのパレードと、ステージ演 奏 、フロアードリル演 奏 のどちらか、もし 

くはどちらもです。」 

「・・・・・」 

（シ～～～ン。みんなこんな顔 (--;)(-_- ;)(･･してました。） 

「今 回 の出 演 は、特 に、私 一 人 が頑 張 っても何 も出 来 ません。みんなが頑 張 って

くれなければどうにもならない。」 

「で、前 ビデオで見 た、ドリルって言 うのするんですか？」 

「個 人 的 には、出 来 る事 ならやってみたい。『マリー・フラワーズ』の演 技 スペー 

スの関 係 も有 るのでまだまだ不 確 定 な事 項 が多 いです。」 

「曲 目 はどうなるんですか？」 

「そのためだけの曲 を練 習 する気 はないです。少 なくても、みんなの負 担 を少 なく 

するよう考 えて決 めたいと思 っています。」 

「強 化 練 習 するんですか？」 

「必 要 ならば。でも休 日 にみんなに体 を休 めてもらうのも、自 分 の仕 事 と思 ってい 

るので、強 化 練 習 するなら、必 ずみんなに事 前 に相 談 します。」 

「舞 台 の大 きさとか会 場 規 模 は？」 

「今 は不 明 です。秋 に現 地 説 明 会 があるらしいので、その後 もっと詳 しく事 業 内

容 が分 かると思 います。」音 楽 隊 員 のみんなは、出 てみたいと言 う気 持 ちと、自

分 達 が出 来 るのだろうかと言 う不 安 とが同 居 し困 惑 しているようです。 

今 回 は、通 常 の出 演 では無 いので、可 能 なだけ、出 来 るだけみんなの意 向 を

汲 むつもりです。 

「参 加 予 定 回 答 票 」は、本 当 に回 答 期 限 日 の前 日 に投 函 しました。 

こうして１年 後 、我 が音 楽 隊 も参 加 する事 になりました。 

（まだ何 をするのか決 まっていませんが。） 

音 楽 隊 では、選 曲 にいつも困 っています。今 、流 行 っている曲 を演 奏 するのが

一 番 みなさんに喜 んで頂 けるのですが、柏 羽 藤 消 防 音 楽 隊 の場 合 、選 曲 して、

楽 譜 を入 手 して、練 習 して、練 習 して、練 習 して・・・・・出 来 上 がった時 には、もう

流 行 っていない。以 前 、子 供 さん向 けに、テレビアニメの主 題 歌 を２曲 練 習 し、や

っと本 番 で演 奏 出 来 る頃 には、両 方 とも主 題 歌 が変 わっていました。（仕 方 なく

そのまま演 奏 しましたが、かなり間 抜 けでした。）だから、流 行 歌 的 な曲 には、 



安 易 に手 を出 せないのです。 

（楽 譜 代 もバカにならないし。）出 演 の主 旨 や聴 衆 の構 成 も考 えて選 曲 をするべ

きなのですが、なんせ本 番 で演 奏 出 来 るようになるまで、相 当 時 間 が必 要 です

ので、１年 程 先 を考 えて選 曲 しなければなりません。これが難 しいのです。（音 楽

隊 で１曲 仕 上 げるのに約 ２～３ヶ月 。１回 の出 演 で３、４曲 は必 要 ですから、半 年

～１年 かかって仕 上 げます。この間 、通 常 の出 演 もこなすわけです。でも、いくら

練 習 しても２ヶ月 前 の事 を、みんなスッキリ忘 れてくれるので、イタチごっこみたい

になってしまいます。）大 体 そんな先 の事 が予 想 出 来 るのなら、自 分 自 身 の事 を

もっと予 想 しています。もし、ドリル演 奏 をするなら、曲 目 を決 めて、隊 員 が歩 く 

パターンを図 に書 かなくてはいけません。 

（ドリルルーティーンとかコンテとかって言 います。） 

出 演 する事 は決 まったけれど、中 身 はこれからです。 

消 防 長 は、よくOK してくれたなって今 でも思 い、感 謝 しています。我 々にとっ 

ては、初 めての大 きな舞 台 になります。 

平 成 １２年 ７月 ３１日 「第 四 回 全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル出 演 について」と 

言 う書 類 が私 に届 けられました。事 前 現 地 説 明 会 １１月 ２日 。 

 

次 回 「全 容 把 握 ？」です。__  



「ガンバレ、消防音楽隊！」 

連載２周年記念特別番外編part３ 

 全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル・イン・神 戸  

前 回 にも少 し触 れましたが、いつも選 曲 には頭 を痛 めています。出 演 内 容 を確

認 して、主 催 者 や企 画 の意 図 を聞 かせてもらい、その言 葉 の奥 を推 察 したり、聴

衆 の構 成 を予 想 します。慣 れた方 なら出 演 者 に対 する要 求 がハッキリしていて、

出 演 者 の欲 しがる情 報 を的 確 に伝 えてくれるのですが、そうでない方 の場 合 は、

何 の打 ち合 わせか分 からない、とても厄 介 な状 態 になります。 

（その様 子 は、さながら誘 導 尋 問 のようです。） 

ただ今 回 は、まだ様 子 が全 然 わかりません。 

この時 点 で６月 、現 地 説 明 会 が１１月 、フェスティバルが翌 年 ４月 。まだ１０ヶ月  

有 りますし、曲 目 を確 定 する必 要 はないのですが、ある程 度 候 補 曲 は絞 って行

かないと、当 消 防 音 楽 隊 の場 合 は間 に合 いません。 

選 曲 基 準 は、ハデ！簡 単 ！カッコいい！これに尽 きます。 

（済 みません、こう言 う性 格 なんです。）が、柏 羽 藤 で演 奏 出 来 るレベルで、 

「マリー・フラワーズ」が演 技 出 来 るテンポで、お客 さんに受 けて、しかもステージ

演 奏 になっても、ドリル演 奏 になっても使 える曲 。どんどん選 択 肢 が無 くなってい

きます。 

（大 体 そんな曲 有 るんかなぁ？） 

「・・・・・神 戸 市 におきましては、平 成 １３年 １月 から約 ９ヶ月 間 にわたり、「神  

戸 ２１世 紀 復 興 記 念 事 業 」を実 施 いたします。記 念 事 業 は、震 災 から６年 を経 て、

被 災 地 である神 戸 市 が・・・・・」もう一 度 開 催 主 旨 を読 み直 し、イメージを膨 らま

せます。（う～ん分 からん。） 

でも、想 像 するに、「ワールド記 念 ホール」でドリル演 奏 になった場 合 は、お客

さんは中 高 生 の占 める割 合 が高 くなり、屋 外 ステージの場 合 は、家 族 連 れや小

学 生 以 下 の子 供 さんか、或 いは中 高 年 の方 が多 くなるはずです。 

（自 信 ないですが。） 

考 えて、考 えて、考 えたおした挙 句 、候 補 曲 は既 に演 奏 している「スターウォー

ズのメインテーマ」、「ミッション：インポッシブルのテーマ」、「ルパンⅢのテー 

マ」、「行 進 曲 」数 曲 、それから新 曲 で「ウィ・アー・ザ・ワールド」TV アニメ「名  

探 偵 コナンのメインテーマ」、「２００１年 宇 宙 の旅 」等 の約 １０曲 になりました。 

早 速 、お金 が無 駄 にならないように、休 みの日 に大 きな楽 器 屋 さんに行 き、あ

らかじめ譜 面 の立 ち読 みです。 



（こんな苦 労 、隊 員 達 知 らんやろな。） 

そして譜 面 の手 配 、皆 に配 り、通 常 出 演 の練 習 の合 間 を使 って演 奏 してみま

す。 

（この練 習 も、時 間 の無 駄 使 いになら無 いように、神 戸 以 外 の出 演 で演 奏 するこ

とを前 提 としています。） 

自 分 の中 には「『全 国 消 防 音 楽 隊 フェス』に、アニメの曲 でいいのか？」と言 う疑  

問 がありましたが、「名 探 偵 コナンのメインテーマ」はTV アニメには珍 しく、番 組

の最 初 や最 後 に流 す曲 ではなく、格 闘 シーンなど見 せ場 的 な場 面 に使 用 されて

いるようです。元 々この曲 は、あの「太 陽 にほえろ」のテーマを作 曲 した人 が書 い

たもので、子 供 向 けアニメの曲 とは思 えない程 です。 

（そう言 えばどことなく似 ている雰 囲 気 が。） 

更 に隊 員 からも「子 供 だけでなく、一 緒 にTV を見 ている大 人 の人 にも人 気 が

あるらしい。」と聞 きました。隊 員 にも一 番 好 評 だったのがこの曲 でした。 

反 対 に不 評 だったのが「ウィ・アー・ザ・ワールド」。原 曲 では実 に様 々な世 界 の 

トップアーチスト達 が参 加 しているのですが、柏 羽 藤 消 防 音 楽 隊 では、英 語 で歌

われている歌 詞 のリズム取 りやフレーズの細 かいニュアンス表 現 が難 しいようで、

てこずってしまいました。 

試 行 錯 誤 の結 果 、TV アニメ「名 探 偵 コナンのメインテーマ」「ミッション：インポ 

ッシブルのテーマ」、「ルパンⅢのテーマ」、それに「７６本 のトロンボーン」と言 う 

有 名 行 進 曲 （星 条 旗 よ永 遠 なれ、国 民 の象 徴 、ワシントン・ポストなど）の 

オイシイ箇 所 を取 り入 れた曲 が残 りました。 

そしてドリル演 奏 でも使 える様 に、「コナン～ミッション～ルパン」も有 名 な 

ところだけを繋 いで「メドレー」にしてしまいました。 

当 日 は、メドレーを２曲 と言 う内 容 になったわけです。 

ただし、「マリー・フラワーズ」が演 技 出 来 る様 に、曲 によってはテンポを 

１０％以 上 あげて演 奏 することになります。曲 は決 まりましたがテンポを上 げて 

本 番 どおりの演 奏 は、なかなか出 来 ませんでした。 

しかし、「マリー・フラワーズ」の練 習 用 に「テープ」を作 って渡 す期 限 が 

近 付 いてきました。仕 方 ない。音 楽 隊 の先 生 達 にも録 音 に入 ってもらい、 

その「録 音 」をテンポ調 整 して、テープをダビングします。 

白 状 すると、テンポ以 外 にも、イコライザーで中 低 音 を持 ち上 げたり、 

エコー（ホールリバーヴ）を付 けたり、私 の出 来 る範 囲 でいろいろやってみました。

演 奏 が上 手 く聴 こえます。ウチの演 奏 やないみたい！マリフラの高 見 先 生 にも 

「どうしたんですかー、すごい上 手 になってるや～ん。」と言 われてしまいました。 

（済 みません。渡 した「テープ」だけが上 手 なんです。） 



平 成 １２年 １１月 ２日 午 後 、副 楽 長 の香 川 君 と二 人 で神 戸 市 役 所 ２３階 AV 

会 議 室 に居 ました。全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバルに出 演 する消 防 音 楽 隊 の代

表 者 が集 まっています。私 には、知 っているお顔 もちらほら。（全 国 消 防 音 楽 隊

親 睦 のためのプライベートな集 まりにも出 席 しているのがこんな時 に役 に立 ちま

す。）香 川 君 は「えらい場 違 いですね～。」と、少 しソワソワしたようにも見 えます。 

出 席 者 の紹 介 のあと、分 厚 い「全 体 計 画 」と書 かれた資 料 の順 に説 明 が進 ん

で行 きます。我 々柏 羽 藤 消 防 音 楽 隊 は、２，５ｋｍのパレードと、ステージ演 奏 に

名 前 が入 っています。 

（フロアードリル演 奏 には名 前 が有 りません。） 

変 更 も可 能 だそうです。非 常 に迷 いましたが、現 時 点 ではこのままにしておきま 

す。 

（今 わざわざ名 乗 りを上 げて、結 局 出 来 ませんでしたでは余 計 恥 ずかしいですか

らネ。） 

参 加 消 防 音 楽 隊 は、札 幌 市 から熊 本 市 まで全 国 ４０隊 、参 加 隊 員 数 １４７４

名 。 

我 々の 参 加 する「グリーン・ブラス・コンサート」は１６隊 、「サンクス・パレー 

ド」は３９隊 。「マーチング・フェスティバル（フロアドリル）」は２５隊 。あくまで現 時

点 での原 案 として出 てきた数 量 的 な内 容 ですが、圧 巻 です。 

「へ～、面 白 そう。」と言 うのが、この時 の感 想 です。 

千 葉 市 、横 浜 市 、名 古 屋 市 、富 山 市 、奈 良 市 、和 歌 山 市 、姫 路 市 、岡 山 市 、広

島 市 、 

北 九 州 市 、福 岡 市 ・・・神 戸 市 。大 阪 府 下 からは、大 阪 市 、堺 市 高 石 市 消 防 組

合 、吹 田 市 、高 槻 市 、枚 方 寝 屋 川 消 防 組 合 、そして我 々柏 原 羽 曳 野 藤 井 寺 消

防 組 合 。 

（うちが一 番 弱 体 ですね。） 

当 日 のタイムスケジュールも分 刻 みで全 て指 定 されています。 

出 演 予 定 の「グリーン・ブラス・コンサート」は、ポートアイランド中 央 緑 地 東 ス 

テージで、各 隊 持 ち時 間 は１０分 間 （演 奏 時 間 は８分 間 ）。神 戸 市 、尼 崎 市 、京

都 市 、西 宮 市 、柏 羽 藤 消 防 の５番 目 の演 奏 になっています。後 は四 日 市 市 、奈

良 市 です。（多 分 事 務 局 は、音 楽 面 では得 体 の知 れない柏 羽 藤 消 防 を、大 都

市 消 防 でサンドイッチしたんでしょう。苦 心 されたようです。） 

「サンクス・パレード」は先 頭 から７番 目 。大 阪 市 、吹 田 市 、柏 羽 藤 、熊 本 市 、西

宮 市 と続 きます。（パレードでも、挟 まれています。） 

さて、事 業 概 要 の説 明 のあと、実 際 現 地 を視 察 すると言 うのも、本 日 の目 的

です。特 に柏 羽 藤 の場 合 は、「マリフラ」の演 技 スペースの確 認 が必 要 です。 



神 戸 市 の用 意 したマイクロバスに分 乗 し、早 速 「ポートピアランド」の南 隣 の

「グリーン・ブラス・コンサート」会 場 へ。「ポートピアランド」を通 り過 ぎてバスが停

車 しました。 

？？？？？ここどこ？？？？？このだだっ広 い土 地 は、あの大 きな土 山 はナー 

ニ？？？？？（＼(ﾟﾛ＼)ｺｺﾊﾄﾞｺ? (／ﾛﾟ)／ｱﾀｼﾊﾀﾞｱﾚ?） 

困 惑 気 味 の我 々の事 も知 らず、神 戸 市 の事 務 局 の方 は声 高 らかに「（おっほ

ん）エ－、ここが『グリーン・ブラス・コンサート』会 場 でありまして、向 こうに見 える

土 山 のとこら辺 りが、『KOBE 花 園 』で、そのむこう側 のイベント広 場 にステージを

作 る予 定 でー、その左 手 に・・・」 

『グリーン・ブラス・コンサート』の会 場 となる『中 央 緑 地 広 場 』は、整 地 工 事 中 で、

未 だ影 もカタチも有 りませんでした。せめて、今 日 はステージの大 きさや 

「マリフラ」の演 技 スペース等 も確 認 するつもりでしたが、これではさっぱり分 かり

ません。なんの為 に現 地 を見 にきたのか。トホホ。 

この後 、「サンクス・パレード」場 所 である神 戸 元 町 から三 ノ宮 間 のアーケード

街 ２，５ｋｍを、会 議 出 席 者 全 員 歩 かされました。演 奏 しなくて歩 いても、結 構 長

い感 じでした。 

「フェスティバル」当 日 、隊 員 達 は舞 台 演 奏 を終 えた後 、楽 器 を持 ってチャント最

後 までパレード演 奏 出 来 るのか、不 安 です。 

私 の一 番 知 りたかった『グリーン・ブラス・コンサート』会 場 の詳 細 は、公 園 工

事 が竣 工 するまでお預 けとなりましたが、この日 の会 議 予 定 は全 て終 了 しまし

た。 

現 地 視 察 に引 き続 き、懇 親 会 会 場 へ「全 員 連 行 」されていきます。会 費 徴 収

後 、座 席 指 定 がされていて香 川 君 とは離 れてしまいましたが、懇 親 会 （宴 会 ）開

始 です。座 席 が指 定 されているので互 いに初 対 面 同 士 の会 話 ですから、イキナ

リ名 刺 交 換 の嵐 へと突 入 ！（こう言 う「席 」って、おちおち食 事 も出 来 ませんよね。

終 わったら今 日 はナニを食 べたのか思 い出 せない事 が多 いです。実 際 会 話 ばか

りして、本 当 にな～んにも食 べて無 い事 も。） 

音 楽 隊 員 に分 かった範 囲 で内 容 説 明 します。ここまで、いろいろと議 論 が有 り

ました。でも、まだ少 しづつですが、皆 も「目 標 」としての認 識 をしてきた様 です。こ

の時 点 では、まだ「フロア・ドリル」をどうするか、決 まってませんでしたが、もうタ 

イムリミットです。 

「今 回 の企 画 は、ステージ演 奏 でも、ドリル演 奏 でも、各 隊 実 質 持 ち時 間 ８分 。

その瞬 間 の為 に投 入 しなければいけない練 習 時 間 数 、通 常 の出 演 もこなさなけ

ればならない事 、我 々の勤 務 状 況 を考 えて、皆 で決 めて下 さい。その決 定 に従

います。」 



皆 さんには、「な～んだ、大 げさに話 てて、たった８分 かー。」と言 う方 もいらっし 

ゃると思 います。しかし、我 々には、特 にドリル演 奏 に着 手 する事 自 体 、大 変 大 き

な冒 険 なのです。 

ドリル演 奏 は、音 楽 の持 つ聴 覚 的 な効 果 と共 に、視 覚 上 も訴 える事 が出 来 ま

すので、消 防 音 楽 隊 に限 らず、自 衛 隊 、警 察 、そして一 般 企 業 、大 学 、高 校 など

のバンドが取 り入 れています。ただし、「動 き」が有 るからと言 って、演 奏 をオザナ

リには出 来 ません。ドリル演 奏 に必 要 な練 習 時 間 数 は、ステージ演 奏 のそれの

何 十 倍 にもなる事 でしょう。特 に我 々の音 楽 隊 は勤 務 の都 合 上 、練 習 時 に全 員

揃 えるのは不 可 能 です。毎 回 数 人 から半 数 が練 習 したくても、参 加 出 来 ません。

この状 態 でドリル・ルーティーン（フォーメーション）の練 習 をする事 は無 謀 でしょう。

しかし、いつかはやってみたい。隊 員 の皆 も迷 っているようです。（見 た目 は迷 っ

ているようです。） 

結 果 、大 多 数 の希 望 でステージ演 奏 とパレードに出 演 する事 になりました。 

ドリル演 奏 は見 送 られてしまいましたが、出 演 出 来 るだけでも大 変 なことです。 

（まー予 想 どおりでしたので、あまり落 胆 していません。） 

さー、内 容 は決 まりました。あとはやるだけ！隊 員 はそれだけですが、私 には

当 日 の解 散 の瞬 間 までの全 てを計 画 し、実 行 しなければなりません。 

消 防 本 部 の協 力 団 体 として、柏 羽 藤 火 災 予 防 協 会 と言 う任 意 組 織 がありま

す。管 内 の火 災 予 防 を自 主 積 極 的 に推 進 する事 を目 的 として、管 内 の企 業 の

方 々が会 員 となり年 会 費 を負 担 して運 営 されています。「マリー･フラワーズ」の

高 見 先 生 は、この協 会 の「広 報 委 員 」として委 嘱 されています。この関 連 もあって、

今 回 の「神 戸 行 き」は火 災 予 防 協 会 が完 全 にバックアップして頂 ける事 となりま

した。音 楽 隊 の移 動 用 にも観 光 バスをチャーターしてもらえます。 

（ありがとうございます。） 

「フェスティバル」当 日 は、音 楽 隊 のステージ演 奏 もパレードも応 援 に来 てもらえ

ることにもなりました。 

（なんか、すごい方 向 へ進 んでるような・・・。） 

 

U うわー 

S すごい 

  J 渋 滞 ？__  



「ガンバレ、消防音楽隊！」 
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全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル・イン・神 戸  

とうとう「２１世 紀 」が幕 開 けました。子 供 の頃 想 像 していたロボットが街 を闊 歩  

しているイメージとは随 分 かけ離 れた「日 常 」が流 れて行 きます。 

（タイムマシンは？テレビ電 話 は？宇 宙 観 光 ツアーは？宇 宙 都 市 は？） 

年 明 けの出 初 式 シーズンは、音 楽 隊 には、寒 さとの戦 いが続 きます。 

（気 温 が低 い場 所 では、本 当 に「音 」が出 ないのです。） 

この期 間 が過 ぎれば、４月 ２８日 の「全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル」の練 習

に集 中 できます。 

しかし、私 自 身 は、演 奏 の事 以 外 の手 配 に大 きく時 間 を取 られます。 

音 楽 隊 の移 動 用 にも観 光 バスをチャーターしてくれる、消 防 本 部 の協 力 団 体 、

柏 羽 藤 火 災 予 防 協 会 の役 員 の方 との調 整 も頻 繁 になってきました。 

「折 角 の機 会 や、ワシ等 も神 戸 に演 奏 聴 かせてもらうから、頑 張 ってや。パレード

も見 せてもらうで。」わざわざ予 防 協 会 の役 員 の方 々が神 戸 へ来 てくれるなんて、

想 像 もしていませんでした。 

予 防 協 会 役 員 が行 くのであれば、当 然 消 防 本 部 の幹 部 も行 く事 になります。

音 楽 隊 用 のモノと合 わせて２台 大 型 バスをチャーターすることになりました。 

（段 々と話 が大 きくなってきました。） 

その頃 、TV では、大 阪 の新 スポット「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」のCM 

がガンガン流 れています。オープン前 のプレ招 待 で行 ってきた職 員 も現 れてきま

した。 

「ターミネーター」、「バック・ドラフト」、「ウォーター・ワールド」、「ジュラ 

シック・パーク」、「ジョーズ」、「ET」などなど。話 を聞 いているだけでも楽 しそ 

うです。 

位 置 関 係 が分 かり難 いと思 いますが、柏 原 市 、羽 曳 野 市 、藤 井 寺 市 は、大 阪

市 の東 南 東 に位 置 します。東 隣 は奈 良 県 です。 

大 阪 の中 心 部 から電 車 で３０分 程 度 の距 離 があります。 

神 戸 にも、車 を使 えば５０分 程 度 で行 ける距 離 です。が、USJ の関 係 で道 路 状

況 がサッパリ分 からなくなってきました。 

おまけに我 々が出 演 する４月 ２８日 は、ゴールデンウィークの初 日 。 

第 ４土 曜 で公 立 の学 校 は休 校 。イベントとしては最 高 の条 件 が整 っていますが、

ますます道 路 状 況 が読 めません。 



神 戸 までのル－トは二 つ。西 名 阪 藤 井 寺 IC から松 原 JCT で阪 神 高 速 に入 り

大 阪 市 内 を抜 け、神 戸 線 で向 かうルートと、同 じく西 名 阪 藤 井 寺 IC から松 原

JCT で阪 和 自 動 車 道 に入 り、助 松 JCT で湾 岸 線 からハーバーハイウェイを走 る

方 法 です。 

二 つ目 の方 法 は、若 干 距 離 は長 くなりますが、大 阪 市 内 の混 雑 を避 けられる

ので、渋 滞 に巻 き込 まれない確 立 が高 くなります。ただUSJ はこの湾 岸 線 からの

アクセスが便 利 になっています。 

考 えていてもしょうがない、「交 通 情 報 センター」に、阪 神 高 速 の渋 滞 状 況 を

問 い合 わせました。 

去 年 の状 況 は、３ｋｍ以 上 の渋 滞 記 録 だけ残 っていました。 

出 演 の日 は、４月 ２８日 土 曜 日 ですので、去 年 の４月 ２９日 土 曜 日 の渋 滞 状 況 を

調 べてもらいます。 

「この日 は、朝 ６時 頃 京 橋 附 近 に渋 滞 が発 生 し、６時 半 には生 田 川 、摩 耶 まで

渋 滞 が伸 びていき、８時 頃 には西 宮 辺 りまで渋 滞 しています。 

午 後 は回 復 してますね。」 

「それって、午 前 中 はずっと渋 滞 してたって事 ですか？」（ガ～～～ン！） 

「はい、そうです。去 年 は淡 路 島 で『花 博 』が有 りましたからね。」 

「湾 岸 線 の方 はどうです？」 

「湾 岸 線 には渋 滞 の記 録 がないです。」 

「ＵＳＪがオープンしてから湾 岸 線 の渋 滞 は？」 

「時 々渋 滞 しますが、小 規 模 なものです。」 

「今 年 の４月 ２８日 は、ＵＳＪがオープンして初 めてのゴールデンウィークに当 たる 

のですが。」 

「こちらでは、渋 滞 予 想 はしていないので分 かりません。渋 滞 の仕 方 は毎 年 違 う

し、今 年 はどうかと言 う事 は分 かりません。」 

「お手 数 お掛 けしました。」 

移 動 時 間 が予 想 出 来 ない状 況 になってきました。しかし、フェスティバルは細

かく時 間 が指 定 されていて、１１時 ３０分 神 戸 市 役 所 、ポートアイランド中 央 緑 地

公 園 に１２時 ００分 、１２時 ３０分 スタンバイ、・・・本 当 にカチカチ状 態 。 

出 発 時 間 を繰 り上 げることも考 えましたが、消 防 は１台 の車 に何 人 乗 って出 動 す

るかが決 まっていて、出 演 の度 に、音 楽 隊 員 の抜 ける人 数 を補 欠 勤 務 で補 って

いまして、音 楽 隊 が９時 集 合 なら、８時 ３０分 に出 勤 してもらわなくては、出 動 指

令 に対 応 出 来 ないのです。 今 回 は８時 に集 合 をかけましたので、自 動 的 に補 欠

勤 務 者 は７時 ３０分 以 前 に出 勤 せねばなりません。あまり早 い時 間 に集 合 をかけ

ると、その分 負 担 が大 きくなります。エイ！もう知 らん、なるようにしかならん！ 



遅 れた時 はその時 考 えようっと。神 戸 消 防 音 楽 隊 から「グリーン･ブラス・コンサ

ート」の会 場 図 が送 られてきました。 

配 置 図 面 上 は、「マリフラ」が辛 うじて演 技 出 来 るスペースも有 ります。 

（これでひと安 心 。） 

３月 末 、やっと「中 央 緑 地 公 園 」が完 成 したらしいので、４月 ４日 、フェスティバ 

ル当 日 のスタッフ（当 日 の模 様 を記 録 してくれる広 報 係 、当 日 予 防 協 会 のメンバ

ーを誘 導 案 内 するための予 防 協 会 事 務 局 、予 防 協 会 防 火 管 理 者 部 会 事 務 局 、

予 防 協 会 自 衛 消 防 隊 部 会 事 務 局 などなど）と共 に現 地 へ下 見 に向 かいました。 

私 は１１月 に来 たので２度 目 の「下 見 」になります。 

と言 うか、今 日 は「案 内 役 」です。 

まず完 成 した「中 央 緑 地 公 園 」に向 かい、「舞 台 」や「演 技 」スペースの確 認 を

しました。パレードコースもまた歩 きます。現 地 視 察 の時 よりも細 かく見 る事 が出

来 ました。一 旦 パレードコースを歩 き終 え、再 び車 を停 めた駐 車 場 まで逆 戻 りで

す。帰 り道 、南 京 街 にさしかかった時 に小 休 止 。肉 団 子 やラーメンを掻 き入 れま

す。 

（消 防 本 部 を出 てから、みんな休 憩 無 しでここまで来 たもんだから、チョット観 光

モードになってしまいました。） 

さて、肝 心 の音 楽 隊 員 達 はと言 うと。休 日 に練 習 室 にこもる者 、夜 勤 明 けに

居 残 りして練 習 する者 、楽 器 を自 宅 へ持 って帰 り「個 人 練 習 」をする者 、それぞ

れが自 分 の出 来 る範 囲 の事 を自 発 的 に行 なってくれるようになってきました。隊

員 同 士 で教 え合 う姿 も珍 しくなくなってきました。 

（とても嬉 しいことです。でも、声 を掛 けることがプレッシャーにならないように、 

今 は気 が付 いていないような顔 しておきます。） 

音 楽 隊 の方 は４月 に入 ってから強 化 練 習 も行 い盛 り上 がって来 ました。気 のせ

いでしょうか、隊 員 達 の顔 つきも変 わって来 たように感 じます。 

我 々は、この時 既 に、「フェスティバル」の中 に居 たのかも知 れません。 

「マリー・フラワーズ」と消 防 音 楽 隊 とは、毎 回 ブッツケ本 番 で、今 回 も顔 を会 わ

せるのは本 番 の直 前 だけです。 

（ホンマにこれでずーっとやってきてるんだから、凄 いと言 うか、いい加 減 と言 う 

か、何 と言 うか・・・。） 

「折 角 、『全 国 ・・・』に出 るのだからと、今 までと違 う振 り付 けにしたんですよー。 

そしたら、まだアヤフヤなところが有 って。まー、いつもどうにかなるから、 

大 丈 夫 でしょう、ホッホッホッ。」「マリフラ」の高 見 先 生 は、いつもこんな感 じなの 

ですが、この台 詞 が出 たらもう大 丈 夫 。ほとんど完 成 していると言 うことです。 

当 日 は音 楽 隊 の先 生 達 も一 日 付 き添 ってくれます。（感 謝 、感 謝 。）でも、 



どうせ一 緒 に行 くんだったらと、演 奏 にも参 加 してくれる事 になりました。 

（先 生 、本 気 ですか？） 

天 気 予 報 のチェックも忘 れていません。どうやら、「晴 れ」のようです。 

（良 かったー。晴 れ男 、晴 れ女 がメンバーにいるようです。） 

準 備 は整 いました。いざ！ 

 

次回特別編最終回 

「行くぞ、全国消防音楽隊フェスティバル・イン・神戸！！」__  



「ガンバレ、消防音楽隊！」 

連載２周年記念特別番外編part5 

 先 日 の消 防 組 合 議 会 で、議 員 の方 からこのホームページは「よく出 来 ている。」

と言 う発 言 があったと聞 きました。 

私 のコーナーを見 てもらえたかどうかは定 かではありませんが、制 作 に携 わっ

ている職 員 には大 きな励 みになります。ありがとうございます。 

さて、連 載 ２周 年 記 念 特 別 番 外 編 も今 回 で最 終 回 。 

もうこれ位 で終 わっておかないと、３周 年 が来 てしまいます。 

（次 の年 はどうしましょう？） 

長 ～い一 日 ですから、文 章 も長 いですよー。（覚 悟 して読 んで下 さいね。） 

では、またの機 会 に。(^o^)丿  

全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル・イン・神 戸  

平 成 １３年 ４月 ２８日 土 曜 日 、晴 天 。朝 から雲 ひとつ無 く、気 持 ち良 いほど 

スッキリ晴 れてくれました。 

朝 ８時 に練 習 室 に集 合 です。共 演 してくれる３名 の「先 生 」達 も音 楽 隊 の 

演 奏 服 に着 替 え、他 に同 行 してくれる先 生 もバスに乗 り込 みます。「マリー・フ 

ラワーズ」の高 見 先 生 達 もここから同 行 します。肝 心 の隊 員 達 も無 事 に集 合 出

来 たようです。「広 報 係 」も丸 一 日 同 行 です。 

観 光 バスとワゴン車 とトラックの３台 で出 発 です。 

（忘 れ物 無 いかなぁ～。以 前 にシンバルをケースごと忘 れたし、最 近 もドラムセッ

トのスネアードラムを忘 れてしまいました。） 

私 は解 散 までの丸 一 日 間 、無 事 故 でスケジュールに乗 せていかなくてはいけ

ません。 

予 防 協 会 の役 員 方 と消 防 の幹 部 職 員 は９時 半 の出 発 です。 

天 気 のせいだけでは無 いでしょう、すごく気 持 ちいい朝 です。 

（１年 前 には、思 いもしなかった事 が現 実 になる事 ってあるのですね。） 

運 転 手 さんと挨 拶 のあと打 ち合 わせですが、既 に事 情 を十 分 理 解 してくれてい

ました。 

では、いざ出 発 ！ 

高 速 に入 り、分 岐 点 に差 し掛 かりました。 

バスの運 転 手 さん 

「湾 岸 通 って行 きます。」（はい、お任 せします。） 

道 路 は渋 滞 無 くスイスイ。でも問 題 のUSJ を通 過 するまでは安 心 出 来 ません。 



USJ の案 内 表 示 が見 えてきました。 

あれ？渋 滞 どころか日 頃 より道 路 は空 いているような。 

バスの車 窓 からオープンしたてのUSJ を眺 め（バスの中 は遠 足 モードで、ワイワ

イ言 ってます。いつか行 きたいねー。）、一 路 ポートアイランド中 央 緑 地 公 園 へ。     

ハーバーハイウェイで少 し混 みましたが、驚 く程 スムーズに到 着 しました。  

まだ１０時 前 です。本 番 は１２時 過 ぎですから時 間 はタップリあります。 

「後 発 」のバスと電 話 で連 絡 し合 います。 

少 し休 憩 してから、アップする事 にしました。 

あれ！だだっぴろい駐 車 場 の、我 々とは離 れた所 にもう１台 のバスが。 

ん？？こちら 

全 員 で向 こうを見 、向 こうもこちらを見 ています。大 草 原 で互 いに威 嚇 しあう野 生

動 物 みたいです。（ウ"～、演 奏 せーへんかったらウチかて負 けへんぞー！） 

バスの外 で「マリ・フラ」の高 見 先 生 と話 していると、向 こうのバスから水 色 の演

奏 服 の人 が挨 拶 に来 られました。（どこの消 防 かな？） 

水 色 の人 が、 

「こんにちは、いつもお世 話 になっています。」 

いえいえ、こちらこそお世 話 になっています、と言 おうとしたら、 

「まーーどーーもーー、ご無 沙 汰 していますー。」と高 見 先 生 。 

（あれ？知 り合 い？） 

水 色 と先 生 の会 話 がしばらくあってから、 

「こちらが今 日 ご一 緒 する柏 原 羽 曳 野 藤 井 寺 消 防 組 合 の楽 長 の河 井 さんで、こ

ちらが兵 庫 県 警 の音 楽 隊 の楽 長 さんです。」 

ケンケイ？兵 庫 県 警 音 楽 隊 ？消 防 ちゃうの？ 

「河 井 と申 します。よろしくお願 いします。いいお天 気 でよかったですね。」 

（とって付 けたような挨 拶 しか出 ませんでした。） 

後 で高 見 先 生 に尋 ねると、以 前 よく共 演 していたらしいです。 

（なーんや、先 生 に挨 拶 に来 たんかー。先 生 有 名 やからなぁ～。） 

兵 庫 県 警 音 楽 隊 は、「消 防 音 楽 隊 」の時 間 枠 とは別 に演 奏 をして引 き上 げて行

きました。 

本 日 参 加 団 体 は、一 旦 神 戸 市 役 所 で受 付 して、今 日 一 日 添 乗 してくれる神

戸 市 職 員 とお弁 当 を乗 せなければなりません。隊 員 にはアップしておくように言 っ

て、私 が神 戸 市 役 所 へ。（もし、万 が一 事 故 っても、指 揮 者 なら最 小 限 の支 障 で

済 み、演 奏 は可 能 ですから。） 

無 事 に皆 の所 へ戻 ってから、全 員 で音 合 わせです。今 日 は譜 面 台 を貸 してもら

えるので持 って来 ません。だから駐 車 場 の地 べたに譜 面 を広 げて吹 いている者



もおります。 

（当 然 演 奏 も譜 面 見 るためにしゃがんで。） 

神 戸 市 消 防 音 楽 隊 のバスが駐 車 場 に入 ってきました。尼 崎 市 、京 都 市 、西 宮

市 ・・・ 

続 々と消 防 音 楽 隊 の車 両 が入 って来 ます。「後 発 」のバスも到 着 しました。 

「マリ・フラ」のメンバーも揃 い、初 めて音 楽 隊 と合 わせることに。 

（ホンマにブッツケ本 番 でやってきてますので。） 

フリーマーケットが開 かれているその隣 の少 し広 い場 所 で、本 番 どおりに練 習 で

す。 

「マリ・フラ」の「入 り、掃 け」のキッカケ等 を確 認 して終 了 。 

それを見 ていた広 報 係 の人 から、 

「とおしで練 習 してんのウチだけやん。」 

と言 われ周 りを見 ると、整 然 と、そして堂 々と、それぞれの消 防 音 楽 隊 でまとまっ

て、 

指 揮 に合 わせて音 階 を吹 いてアップしています。 

（気 にしない、気 にしない。ウチはウチ流 で行 きましょう。） 

いよいよ「グリーンブラス・コンサート」の開 始 です。オープニングは神 戸 市 消 防

音 楽 隊 のグレンミラーメドレー。客 席 で舞 台 の様 子 を見 ていると、消 防 事 務 事 業

盟 約 を結 んでいる埼 玉 県 の入 間 東 部 地 区 消 防 音 楽 隊 の方 に声 を掛 けられまし

た。遥 々「全 国 消 防 音 楽 隊 フェスティバル」を見 に来 たのでした。 

２番 目 の尼 崎 市 消 防 音 楽 隊 の演 奏 が始 まりました。３番 京 都 市 、４番 西 宮 市 、

我 々は５番 目 です。そろそろ舞 台 裏 へ移 動 します。 

京 都 市 の演 奏 は「きょうとファイヤーエンジェルス」と言 う女 の子 ８人 のカラーガ

ード隊 と共 演 しています。次 の瞬 間 、隊 員 数 名 がカラーガード隊 を見 に行 って居

ません。 

こんな時 だけ行 動 が素 早 い。（こらー、帰 ってこい！！） 

舞 台 裏 にスタンバイします。みんなに一 言 づつ声 を掛 けます。 

いい顔 しています。 

（前 にも書 きましたが、私 はこの瞬 間 がとても好 きです。） 

４番 目 西 宮 市 消 防 音 楽 隊 の演 奏 が終 わりました。 

司 会 者 が我 々の紹 介 をしています。 

用 意 が出 来 ました。お客 さんにご挨 拶 。 

（「舞 台 の天 使 」にもご挨 拶 ）「マリ・フラ」もスタンバイOK。隊 員 を見 渡 して、指 揮  

棒 を構 えます。 

「ルパンⅢ世 」の出 だしで少 しミスってしまいましたが、「名 探 偵 コナンのテーマ」の 



アルトサックスソロ、「ミッション：インポッシブル」の５拍 子 とも順 調 に勢 いで乗 り 

切 ってしまいました。 

１曲 目 を終 えて、客 席 に向 き直 ると、ウワ、人 がイッパイ！驚 いてしまいました。

（舞 台 から見 ると顔 、顔 、顔 ・・・なんです。）演 奏 前 のかるく１、５倍 ～２倍 になっ

ています。（始 めに比 べ、拍 手 が大 きくなっているなぁとは思 っていたのですが、  

私 は指 揮 をしているので演 奏 中 は背 を向 けていて、客 席 の様 子 が全 く分 からな

いのです。） 

大 盛 況 です。「マリー・フラワーズ」の世 界 レベルのバトン演 技 と、キャッチーな選  

曲 が大 当 たりだったようです。完 全 に「企 画 」の勝 利 です。家 族 連 れやご年 配 の

方 々も喜 んでくれているようです。客 席 の期 待 感 がこちらにガンガン伝 わって来

て、ゾクゾクします。（上 手 く言 えないけど、こんな感 じです。） 

引 き続 き２曲 目 「７６本 のトロンボーン」です。 

隊 員 の皆 も気 持 ち良 さそうに演 奏 しています。ピッコロ・ソロも無 事 にこなし、いよ 

いよクライマックスへ。時 々拍 手 や歓 声 が上 がります。「マリー・フラワーズ」もウル 

トラC 級 の演 技 をしているようです。トロンボーンのスライド奏 法 でエンディンへ。 

演 奏 が終 わった瞬 間 、ひときわ大 きな歓 声 が上 がりました。 

（身 内 が声 を出 してくれたのだと思 っていたのですが、一 般 の方 だったらしいです。

ありがとうございました。） 

全 員 が起 立 し、最 後 の挨 拶 。合 図 で「マリ・フラ」も同 時 にご挨 拶 ポーズ。沢 山

の拍 手 を頂 きました。 

とっても気 分 良 くステージを降 ります。 

「こんにちは。」と女 性 の声 に振 り向 くと見 知 らぬ方 が。？？？このホームページ

を読 んで、以 前 メールを下 さった「メグ」さんです。わざわざ演 奏 を見 に来 て下 さ

ったのでした。 

「もみじ饅 頭 型 ペロティー」をお土 産 に頂 きました。 

「メグ」さん、お元 気 ですか？遠 いところを、本 当 にありがとうございました。 

バスに引 き上 げます。客 席 で見 ていた「マリ・フラ」の高 見 先 生 も 

「すごい良 かったですー。お客 さんもイッパイやしー。」 

少 々興 奮 気 味 でした。 

「立 派 なもんや。神 戸 まで来 た甲 斐 があったわ。」「他 のところに全 然 ヒケ取 って

ないがな。ウチの方 が勝 ってるぐらいや。」予 防 協 会 の役 員 方 や消 防 幹 部 職 員

も口 々に声 を掛 けてくれます。（身 内 ひいきですね。） 

「ウチの演 奏 始 まったら急 に、ワーって人 イッパイ集 まって来 て、ほんで、なんか

ホンマに凄 かったぞ。」広 報 係 も興 奮 気 味 です。 

演 奏 していた隊 員 や先 生 は、 



「演 奏 始 まったら、ドーって人 が集 まって来 て・・・。」 

「メッチャ気 分 ええわ。こんなん始 めてやー。」 

それに客 席 に居 てくれた先 生 も 

「バッチリやん。音 も迫 力 あったし、上 出 来 、上 出 来 ！」 

皆 が喜 んでいます。 

反 対 向 きになっていた私 だけが、この「ノリ」に乗 り遅 れているような。でも、皆

の話 を聞 くだけで嬉 しくなります。 

「一 旦 楽 器 収 納 して移 動 の準 備 してから食 事 を済 ませて、１３時 ５０分 出 発 予 定 。

但 し演 奏 服 でウロウロするなよ。」 

（こんな瞬 間 でさえ次 の事 を考 えなくてはいけないのです。） 

全 員 にお弁 当 が行 き渡 った事 を確 認 してから、自 分 の分 を頂 きます。 

やっと一 息 です。 

ん？どうも隊 員 が少 な過 ぎるような。 

「みんな、どこ行 った？」 

「あっちのフリーマーケットへ行 ってます。」 

あれまー、買 い物 してる隊 員 達 。 

「おーーーーい、余 計 荷 物 になるやろ！買 い物 すんじゃないぞー。」 

「もう買 っちゃいましたー。(^O^)」 

え～(-_- ;) 

さらに鉢 植 えなどを物 色 している隊 員 発 見 ！ 

「こらー！生 ものは止 めろ！」 

「え？ダメなんすか？」 

「ダメー！」 

時 間 どおりパレード出 発 地 点 の元 町 へ。 

車 両 はパレード終 点 の三 ノ宮 へ移 動 です。 

予 備 集 結 場 所 では、姫 路 市 、浜 松 市 、熊 本 市 、大 阪 市 、堺 市 高 石 市 、吹 田 市

などなど出 発 順 に整 列 しています。 

「身 内 やからそう思 うのか、ウチの演 奏 服 が一 番 スッキリしていてカッコいいです 

ね。」 

（もう全 員 が完 全 に舞 い上 がって、身 内 ヒイキモードになっています。） 

「それより、ここではあまり音 出 すな、ヘタクソがばれるゾ。」 

「分 かっています、上 手 そうな顔 しときます。」 

実 際 に交 わした隊 員 との会 話 です。 

（なぜかヒソヒソ、小 声 になっていますが。） 

誘 導 に従 い出 発 地 点 へ行 き順 番 待 ちです。各 隊 毎 に特 色 を出 そうと、演 奏 曲 も



色 々です。コスチュームも様 々です。 

「他 の隊 は、いろんな曲 を演 奏 してますね。」 

「なに言 ってるんですか、河 井 さん。こんな時 こそオーソドックスが一 番 。ウチの

「雷 神 」と「錨 を上 げて」の選 曲 は大 正 解 ですよ。」 

（あの～その２曲 しか出 来 ないんですけど・・・。） 

高 見 先 生 に励 まされちゃいました。 

司 会 者 が紹 介 文 章 を読 み上 げます。 

「柏 原 羽 曳 野 藤 井 寺 消 防 組 合 消 防 音 楽 隊 は、昭 和 ６１年 ４月 に発 足 し・・・。」 

これから２，５キロのパレード、皆 がバテないか気 にして隊 員 の方 を見 ますが 

（心 配 性 なのかな？）みんな何 処 となく、いつもと感 じが違 います。表 情 に余 裕 が

あると言 うか、楽 しんでいると言 うか、地 に足 が付 いていると言 うか、堂 々としてい

ると言 うか。なんだこの雰 囲 気 は？さっきのステージ演 奏 が大 きな自 信 となって

いるようです。（心 配 して損 したヨ。） 

広 報 係 もカメラを構 えスタンバイしました。タイムキーパーがストップウォッチを

押 します。進 行 係 からキューサインが出 ました。 

私 の笛 を合 図 に打 楽 器 のロールオフが鳴 り響 きます。アーケードの中 、気 合 の

入 った「音 」がまとまって飛 んで行 きます。（なぜかジ～ンと来 ます。） 

他 の団 体 は「カラー・ガード隊 」ですから、服 装 もアーミータイプで「フラッグ演  

技 」なのですが、ウチの「マリー・フラワーズ」は完 全 なる「バトントワラー」のチー 

ムです。いで立 ちも、持 ち物 も、演 技 自 体 がまるで違 います。衣 装 もちょっぴり色

っぽい。非 常 に見 栄 えがします。 

沿 道 のお客 さんもイッパイ拍 手 をくれます。各 事 務 局 が誘 導 して、予 防 協 会 の

役 員 方 もパレードを追 ってくれています。広 報 係 の一 人 は脚 立 とカメラを抱 えて、

予 め決 めていたポイント、ポイントでナイス・ショットを狙 っていきます。もう一 人 は

ビデオカメラを覗 いたまま後 ろ歩 きで、我 々一 人 ずつの表 情 を捕 らえていてくれ

ます。（テレビ撮 影 などの「ハンディーカメラ」の使 い方 です。） 

我 々は精 一 杯 演 奏 し、「マリ・フラ」は華 麗 に優 雅 に観 客 を魅 了 しています。 

全 員 、各 々一 人 一 人 が、自 分 の役 割 を、努 力 して、工 夫 して、キチンと、無 駄 な

く演 じています。（こんな気 持 ちのいい演 奏 は、私 にさえ初 めてです。） 

パレードも後 半 に入 って来 ました。心 配 していたのとはウラハラに、演 奏 はまだ

まだ元 気 です。「マリー・フラワーズ」のメンバーは前 半 とは違 った演 技 をして、ど

んどんバリエーションが広 がっていきます。（凄 い！）沿 道 の観 衆 から歓 声 や拍 手

が湧 きます。 

後 から聞 いたのですが、「うわースゴイ！スゴイ！」「見 に来 て良 かったー。」って 

話 している人 達 もたくさん居 たとか。 



三 ノ宮 アーケード街 の終 点 が見 えて来 ました。もっともっと、いつまでも演 奏 し

ていたい気 分 です。 

パレードも無 事 に終 了 しました。 

今 日 一 日 で大 きく成 長 した隊 員 達 。みんな疲 れも見 せず、とても満 足 そうな顔 を

しています。 

神 戸 市 役 所 横 の東 遊 園 地 に移 動 して、神 戸 市 事 務 局 による記 念 撮 影 です。 

帰 りのバスの中 。妙 にテンション上 がりっぱなし。本 当 に全 員 が全 員 笑 顔 です。 

クタクタに疲 れているはずなのに、笑 い声 が絶 えません。 

（「超 暴 走 」している人 もいます。大 丈 夫 ？壊 れちゃったかな？） 

みんなが精 一 杯 やりました。決 して、まだまだ自 慢 できる演 奏 では有 りません、

課 題 も山 積 みですが、本 当 に時 間 を惜 しんで、それぞれが努 力 し、出 来 る限 りの

事 をし尽 くした結 果 、この「笑 顔 」があるのでしょう。現 時 点 では十 分 過 ぎる出 来

栄 えです。 

この機 会 を与 えてくれた多 くの方 々、そして協 力 してくれた多 くの方 々、たくさ

んの「陰 」となってくれた人 達 が、我 々を「晴 れの舞 台 」に上 げてくれ、１５年 間 の

「ひとつの区 切 り」として記 念 する「大 変 貴 重 な一 日 」にしてくれました。 

私 には、今 まで長 い年 月 を要 しましたが、今 日 はやっと「１５年 分 の貸 し」を返

してもらえた気 がしました。それも、とても大 きなプレゼントを付 けて。 

トナカイにも乗 ってないし、白 いヒゲもないけど、私 以 外 の人 は全 員 、この日 を私

にプレゼントするために舞 い降 りて来 た「季 節 はずれのサンタクロース達 」 

（それも団 体 。）に思 えます。皆 さん、ありがとうございました。心 から感 謝 致 して

おります。私 は、音 楽 隊 を立 ち上 げた者 として、楽 長 として、音 楽 を愛 する一 人

の人 間 として、今 回 の彼 らの「頑 張 り」に敬 服 し、隊 員 達 一 人 一 人 を「誇 り」に思

っています。 

（でも甘 い顔 すると、すぐ調 子 に乗 るから要 注 意 ですが。） 

長 い、大 きな一 日 でしたが、我 々には、１週 間 後 には、もう既 に次 の出 演 が入 っ

ています。 

さて、このあと？気 になりますか？バスごと全 員 パーティ会 場 へ。勿 論 、忘 れら

れない「いいパーティ（打 ち上 げ）」でしたよ。 

（長 い一 日 は、まだまだ、まだまだ、続 いて行 くのでした。最 高 でした！！）__  
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